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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月23日(2014.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（１）で表される化合物またはその医薬上許容される塩。
【化１】

[式中、Ａｒ1及びＡｒ2は、それぞれ独立して、置換されていてもよいＣ6-10アリール基
または置換されていてもよいヘテロアリール基であり；
　Ｖは、ＣＲ3（ここにおいて、Ｒ3は、水素原子、水酸基、ハロゲン原子、シアノ基、ま
たは置換されていてもよいＣ1-6アルキル基である。）であり；
　Ｗ1は、単結合、酸素原子、硫黄原子、－Ｃ（Ｏ）－または－ＮＲ2－（ここにおいて、
Ｒ2は、水素原子または置換されていてもよいＣ1-6アルキル基である。）であり、
　ＶがＣＲ3の場合のピペリジン環は、それぞれ独立して、置換可能な位置で、水酸基、
ハロゲン基、シアノ基、Ｃ1-6アルキル基およびＣ1-6アルコキシ基からなる群から選ばれ
る１つまたは同一もしくは異なる２つ以上の基で置換されていてもよく；
　Ｗ2は、置換されていてもよいエチレン基であり；
　Ｗ3は、単結合、酸素原子、硫黄原子、－ＮＨ－、置換されていてもよいメチレン基、
置換されていてもよいエチレン基、または－ＣＲ4＝ＣＲ5－（ここにおいて、Ｒ4および
Ｒ5は、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲン原子または置換されていてもよいＣ1-6ア
ルキル基である。）であり；
　環Ｑは、
下記式（ａ）
【化２】
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で表される基であり、ここにおいて、
　ｎは０であり；
　ｍは０、１または２であり；
　ｋは１、２または３であり；
　Ｚは単結合、メチレン基、酸素原子、硫黄原子、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）2－または
－ＮＲ21－（ここにおいて、Ｒ21は、水素原子または置換されていてもよいＣ1-6アルキ
ル基である。）であり；
　Ｒ1a、Ｒ1bおよびＲ1cは、それぞれ同一又は異なって、水素原子、水酸基、ハロゲン原
子、シアノ基、カルボキシル基、置換されていてもよいアミノ基、置換されていてもよい
Ｃ1-6アルキル基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキル基、置換されてもよいＣ3-

7シクロアルキルＣ1-4アルキル基、置換されていてもよいＣ7-14アラルキル基、置換され
ていてもよいヘテロアリールＣ1-4アルキル基、置換されていてもよい飽和複素環Ｃ1-4ア
ルキル基、置換されていてもよいＣ6-10アリール基、置換されていてもよいヘテロアリー
ル基、置換されていてもよい飽和複素環基、置換されていてもよいＣ1-6アルコキシ基、
置換されていてもよいＣ3-7シクロアルコキシ基、置換されていてもよいＣ6-10アリール
オキシ基、置換されていてもよいヘテロアリールオキシ基、置換されていてもよい飽和複
素環オキシ基、置換されていてもよいＣ7-14アラルキルオキシ基、置換されていてもよい
Ｃ1-6アルキルカルボニルアミノ基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキルカルボニ
ルアミノ基、置換されていてもよいＣ6-10アリールカルボニルアミノ基、置換されていて
もよい飽和複素環カルボニルアミノ基、置換されていてもよいヘテロアリールカルボニル
アミノ基、置換されていてもよいＣ1-6アルキルカルボニルオキシ基、置換されていても
よいアミノカルボニルオキシ基、置換されていてもよいＣ1-6アルコキシカルボニルアミ
ノ基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルコキシカルボニルアミノ基、置換されてい
てもよい飽和複素環オキシカルボニルアミノ基、置換されていてもよいアミノカルボニル
アミノ基、置換されていてもよいアミノスルホニルアミノ基、置換されていてもよいＣ1-

6アルキルスルホニルアミノ基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキルスルホニルア
ミノ基、置換されていてもよいＣ6-10アリールスルホニルアミノ基、置換されていてもよ
い飽和複素環スルホニルアミノ基、または置換されていてもよいヘテロアリールスルホニ
ルアミノ基であるか、
　あるいは、Ｒ1aおよびＲ1bが連結し、これらが結合する炭素原子と一緒になって、Ｃ3-

7シクロアルキル環、または飽和複素環（ここに、該Ｃ3-7シクロアルキル環および飽和複
素環は、水酸基、ハロゲン基、シアノ基、Ｃ1-6アルキル基、Ｃ1-6アルコキシ基、Ｃ6-10

アリール基、ヘテロアリール基および４員～７員の飽和複素環基からなる群から選ばれる
１つまたは同一もしくは異なる２つ以上の基で置換されていてもよい。）を形成してもよ
い。］
【請求項２】
　下記式（２）で表される、請求項１に記載の化合物またはその医薬上許容される塩。
【化３】

[式中、Ａｒ1及びＡｒ2は、それぞれ独立して、置換されていてもよいＣ6-10アリール基
または置換されていてもよいヘテロアリール基であり；
　Ｗ1は、単結合または－Ｃ（Ｏ）－であり；
　Ｗ3は、単結合、置換されていてもよいメチレン基、置換されていてもよいエチレン基
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、または－ＣＲ4＝ＣＲ5－（ここにおいて、Ｒ4およびＲ5は、それぞれ独立して、水素原
子、ハロゲン原子または置換されていてもよいＣ1-6アルキル基である。）であり；
　Ｒ3は、水素原子、水酸基、ハロゲン原子またはシアノ基であり；
　環Ｑは、
下記式（ａ－１）
【化４】

で表される基であり、ここにおいて、
　ｍは０、１または２であり；
　ｋは１、２または３であり；
　Ｚは単結合、メチレン基、酸素原子、または－ＮＲ21－（ここにおいて、Ｒ21は、水素
原子または置換されていてもよいＣ1-6アルキル基である。）であり；
Ｒ1a、Ｒ1bおよびＲ1cは、請求項１に記載のものと同義である。］
【請求項３】
　Ａｒ1が下記式（ｂ－１）～（ｂ－１７）：
【化５】

で表される基のいずれかであり、ここにおいて、式（ｂ－１）～（ｂ－１７）で表される
基の炭素原子はハロゲン原子、水酸基、シアノ基、Ｃ1-6アルキル基およびＣ1-6アルコキ
シ基からなる群から選ばれる１つまたは同一もしくは異なる２つ以上の基により置換され
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ていてもよい、請求項１又は２のいずれか一項に記載の化合物またはその医薬上許容され
る塩。
【請求項４】
　Ａｒ2が下記式（ｃ－１）～（ｃ－１９）：
【化６】

で表される基のいずれかであり、
　ここにおいて、式（ｃ－１）～（ｃ－１９）で表される基の炭素原子は、水酸基、ハロ
ゲン原子、シアノ基、カルボキシル基、置換されていてもよいアミノ基、置換されていて
もよいＣ1-6アルキル基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキル基、置換されていて
もよいＣ3-7シクロアルキルＣ1-4アルキル基、置換されていてもよいＣ7-14アラルキル基
、置換されていてもよいヘテロアリールＣ1-4アルキル基、置換されていてもよい飽和複
素環Ｃ1-4アルキル基、置換されていてもよいＣ6-10アリール基、置換されていてもよい
ヘテロアリール基、置換されていてもよい飽和複素環基、置換されていてもよいＣ1-6ア
ルコキシ基、置換されていてもよいＣ1-6アルキルチオ基、置換されていてもよいＣ3-7シ
クロアルコキシ基、置換されていてもよいＣ6-10アリールオキシ基、置換されていてもよ
いヘテロアリールオキシ基、置換されていてもよい飽和複素環オキシ基、置換されていて
もよいＣ1-6アルキルカルボニルアミノ基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキルカ
ルボニルアミノ基、置換されていてもよいＣ6-10アリールカルボニルアミノ基、置換され
ていてもよいヘテロアリールカルボニルアミノ基、置換されていてもよい飽和複素環カル
ボニルアミノ基、置換されていてもよいＣ1-6アルコキシカルボニルアミノ基、置換され
ていてもよいＣ3-7シクロアルコキシカルボニルアミノ基、置換されていてもよい飽和複
素環オキシカルボニルアミノ基、置換されていてもよいアミノカルボニルアミノ基、置換
されていてもよいアミノスルホニルアミノ基、置換されていてもよいＣ1-6アルキルカル
ボニル基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキルカルボニル基、置換されていても
よいＣ3-7シクロアルキルＣ1-4アルキルカルボニル基、置換されていてもよいＣ6-10アリ
ールカルボニル基、置換されていてもよいヘテロアリールカルボニル基、置換されていて
もよい飽和複素環カルボニル基、置換されていてもよいＣ1-6アルコキシカルボニル基、
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置換されていてもよいＣ3-7シクロアルコキシカルボニル基、置換されていてもよい飽和
複素環オキシカルボニル基、置換されていてもよいアミノカルボニル基、置換されていて
もよいＣ1-6アルキルスルホニル基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキルスルホニ
ル基、置換されていてもよいＣ6-10アリールスルホニル基、置換されていてもよいヘテロ
アリールスルホニル基、置換されていてもよい飽和複素環スルホニルおよび置換されてい
てもよいアミノスルホニル基からなる群から選ばれる１つまたは同一もしくは異なる２つ
以上の基により置換されていてもよく；
　式（ｃ－１）～（ｃ－１９）で表される基のＮＨは、置換されていてもよいＣ1-6アル
キル基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキル基、置換されていてもよいＣ3-7シク
ロアルキルＣ1-4アルキル基、置換されていてもよいＣ7-14アラルキル基、置換されてい
てもよいヘテロアリールＣ1-4アルキル基、置換されていてもよい飽和複素環Ｃ1-4アルキ
ル基、置換されていてもよいＣ6-10アリール基、置換されていてもよいヘテロアリール基
、置換されていてもよい飽和複素環基、置換されていてもよいＣ1-6アルキルカルボニル
基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキルカルボニル基、置換されていてもよいＣ3

-7シクロアルキルＣ1-4アルキルカルボニル基、置換されていてもよいＣ1-6アルコキシカ
ルボニル基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルコキシカルボニル基、置換されてい
てもよい飽和複素環オキシカルボニル基、置換されていてもよいＣ6-10アリールカルボニ
ル基、置換されていてもよいヘテロアリールカルボニル基、置換されていてもよい飽和複
素環カルボニル基、置換されていてもよいアミノカルボニル基、置換されていてもよいＣ

1-6アルキルスルホニル基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキルスルホニル基、置
換されていてもよいＣ6-10アリールスルホニル基、置換されていてもよいヘテロアリール
スルホニル基、置換されていてもよい飽和複素環スルホニル基および置換されていてもよ
いアミノスルホニル基からなる群から選ばれる１つまたは同一もしくは異なる２つ以上の
基により置換されていてもよい、請求項１から３のいずれか一項に記載の化合物またはそ
の医薬上許容される塩。
【請求項５】
　式（ｃ－１）～（ｃ－１９）で表される基の炭素原子が、水酸基、ハロゲン原子、シア
ノ基、置換されていてもよいＣ1-6アルキル基、置換されていてもよいＣ7-14アラルキル
基、置換されていてもよいヘテロアリールＣ1-4アルキル基、置換されていてもよい飽和
複素環Ｃ1-4アルキル基、置換されていてもよいＣ1-6アルコキシ基、置換されていてもよ
いＣ1-6アルキルチオ基、置換されていてもよい飽和複素環オキシ基、置換されていても
よいＣ6-10アリール基、置換されていてもよいヘテロアリール基、置換されていてもよい
飽和複素環基、置換されていてもよいＣ1-6アルキルカルボニル基、置換されていてもよ
いＣ3-7シクロアルキルカルボニル基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキルＣ1-4

アルキルカルボニル基、置換されていてもよいＣ6-10アリールカルボニル基、置換されて
いてもよいヘテロアリールカルボニル基、置換されていてもよい飽和複素環カルボニル基
、置換されていてもよいアミノカルボニル基、置換されていてもよいＣ1-6アルキルスル
ホニル基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキルスルホニル基、置換されていても
よいＣ6-10アリールスルホニル基、置換されていてもよいヘテロアリールスルホニル基、
置換されていてもよい飽和複素環スルホニルおよび置換されていてもよいアミノスルホニ
ル基からなる群から選ばれる１つまたは同一もしくは異なる２つ以上の基で置換されてい
てもよく；
　式（ｃ－１）～（ｃ－１９）で表される基のＮＨが、置換されていてもよいＣ1-6アル
キル基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキル基、置換されていてもよいＣ3-7シク
ロアルキルＣ1-4アルキル基、置換されていてもよい飽和複素環Ｃ1-4アルキル基、置換さ
れていてもよいＣ6-10アリール基、置換されていてもよいヘテロアリール基、置換されて
いてもよい飽和複素環基、置換されていてもよいＣ1-6アルキルカルボニル基、置換され
ていてもよいＣ3-7シクロアルキルカルボニル基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアル
キルＣ1-4アルキルカルボニル基、置換されていてもよいＣ1-6アルコキシカルボニル基、
置換されていてもよいＣ3-7シクロアルコキシカルボニル基、置換されていてもよい飽和
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複素環オキシカルボニル基、置換されていてもよいＣ6-10アリールカルボニル基、置換さ
れていてもよいヘテロアリールカルボニル基、置換されていてもよい飽和複素環カルボニ
ル基、置換されていてもよいアミノカルボニル基、置換されていてもよいＣ1-6アルキル
スルホニル基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキルスルホニル基、置換されてい
てもよいＣ6-10アリールスルホニル基、置換されていてもよいヘテロアリールスルホニル
基、置換されていてもよい飽和複素環スルホニル基および置換されていてもよいアミノス
ルホニル基からなる群から選ばれる１つまたは同一もしくは異なる２つ以上の基で置換さ
れていてもよい、請求項４に記載の化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項６】
　Ｒ1a、Ｒ1bおよびＲ1cが、それぞれ同一又は異なって、水素原子、水酸基、ハロゲン原
子、シアノ基、置換されていてもよいＣ1-6アルキル基、置換されていてもよいＣ3-7シク
ロアルキル基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキルＣ1-4アルキル基、置換されて
いてもよいＣ7-14アラルキル基、置換されていてもよいヘテロアリールＣ1-4アルキル基
、置換されていてもよい飽和複素環Ｃ1-4アルキル基、置換されていてもよいＣ6-10アリ
ール基、置換されていてもよいヘテロアリール基、置換されていてもよい飽和複素環基、
置換されていてもよいＣ1-6アルコキシ基、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルコキシ
基、置換されていてもよいＣ6-10アリールオキシ基、置換されていてもよいヘテロアリー
ルオキシ基、置換されていてもよい飽和複素環オキシ基、置換されていてもよいＣ7-14ア
ラルキルオキシ基、置換されていてもよいＣ1-6アルキルカルボニルオキシ基、または置
換されていてもよいアミノカルボニルオキシ基であるか、
　あるいは、Ｒ1aおよびＲ1bが連結し、これらが結合する炭素原子と一緒になって、Ｃ3-

7シクロアルキル環、または飽和複素環（該Ｃ3-7シクロアルキル環および飽和複素環は、
水酸基、ハロゲン基およびシアノ基からなる群から選ばれる１つまたは同一もしくは異な
る２つ以上の基で置換されていてもよい。）を形成してもよい、請求項１から５のいずれ
か一項に記載の化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項７】
　環Ｑが、下記式（ａ－２）～（ａ－７）：
【化７】

（ここにおいて、Ｒ1a、Ｒ1bおよびＲ1cは、請求項６に記載のものと同義である。）
で表される環のいずれかである、請求項１から６のいずれか一項に記載の化合物またはそ
の医薬上許容される塩。
【請求項８】
　Ａｒ1が下記式（ｂ－１）～（ｂ－４）：
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【化８】

で表される基のいずれかであり、ここにおいて、該式で表される基の炭素原子はハロゲン
原子、水酸基、シアノ基、Ｃ1-6アルキル基およびＣ1-6アルコキシ基からなる群から選ば
れる１つまたは同一もしくは異なる２つ以上の基により置換されていてもよい、請求項１
から７のいずれか一項に記載の化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項９】
　Ａｒ2が下記式（ｃ－１）～（ｃ－３）：
【化９】

で表される基のいずれかであり、ここにおいて、該式で表される基の炭素原子およびＮＨ
は、それぞれ請求項５に記載の置換基と同じ基により置換されていてもよい、請求項１か
ら８のいずれか一項に記載の化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項１０】
　環Ｑが、請求項７に記載の式（ａ－３）で表される基である、請求項１から９のいずれ
か一項に記載の化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項１１】
　Ｗ3が単結合であり、ＶがＣＨである、請求項１から１０のいずれか一項に記載の化合
物またはその医薬上許容される塩。
【請求項１２】
　下記式（３）で表される、請求項１から１１のいずれか一項に記載の化合物またはその
医薬上許容される塩。
【化１０】

［式中、Ａｒ1は下記式（ｂ－１’）、式（ｂ－２’）、式（ｂ－３’）または式（ｂ－
４’）
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【化１１】

（ここにおいて、Ｒ17は水素原子またはハロゲン原子である。）で表される基のいずれか
であり；
　Ｗ1は、単結合または－Ｃ（Ｏ）－であり；
　Ｒ1a、Ｒ1bおよびＲ1cは、請求項６に記載のものと同義であり；
　Ｒ11は、請求項５に記載の式（ｃ－１）で表される基のＮＨの置換基について記載のも
のと同義であり、
　Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15およびＲ16は、請求項５に記載の式（ｃ－１）で表される基の
炭素原子の置換基について記載のものと同義である。］
【請求項１３】
　下記式（４）で表される請求項１から１１のいずれか一項に記載の化合物またはその医
薬上許容される塩。
【化１２】

［式中、Ａｒ1は請求項１２に記載の式（ｂ－１’）、式（ｂ－２’）、式（ｂ－３’）
または式（ｂ－４’）で表される基のいずれかであり；
　Ｗ1は、単結合または－Ｃ（Ｏ）－であり；
　Ｒ1a、Ｒ1bおよびＲ1cは、請求項６に記載のものと同義であり；
　Ｒ11は、請求項５に記載の式（ｃ－３）で表される基のＮＨの置換基について記載のも
のと同義であり、
　Ｒ12およびＲ13は、請求項５に記載の式（ｃ－３）で表される基の炭素原子の置換基に
ついて記載のものと同義である。］
【請求項１４】
　下記式（５）で表される請求項１から１１のいずれか一項に記載の化合物またはその医
薬上許容される塩。
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【化１３】

［式中、Ａｒ1は請求項１２に記載の式（ｂ－１’）、式（ｂ－２’）、式（ｂ－３’）
または式（ｂ－４’）で表される基のいずれかであり；
　Ｗ1は、単結合または－Ｃ（Ｏ）－であり；
　Ｒ1a、Ｒ1bおよびＲ1cは、請求項６に記載のものと同義であり；
　Ｒ11は、請求項５に記載の式（ｃ－２）で表される基のＮＨの置換基について記載のも
のと同義であり、
　Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14、およびＲ16は、請求項５に記載の式（ｃ－２）で表される基の炭素
原子の置換基について記載のものと同義である。］
【請求項１５】
　以下の群から選択される、請求項１に記載の化合物又はその医薬上許容される塩：
(S)-(2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリジン-1-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)(6
-メチル-1H-インドール-2-イル)メタノン；
(S)-(6-フルオロ-1H-インドール-2-イル)(2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリジン-1
-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)メタノン；
(S)-(2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリジン-1-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)(6
-(トリフルオロメトキシ)-1H-インドール-2-イル)メタノン；
(S)-(2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリジン-1-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)(6
-イソプロピル-1H-インドール-2-イル)メタノン；
(S)-(5-フルオロ-4-メトキシ-1H -インドール-2-イル)(2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)
ピペリジン-1-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)メタノン；
(S)-(3,6-ジフルオロ-1H-インドール-2-イル)(2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリジ
ン-1-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)メタノン；
(S)-(3-フルオロ-6-(トリフルオロメトキシ)-1H-インドール-2-イル)(2-(2-(4-(4-フルオ
ロベンゾイル)ピペリジン-1-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)メタノン；
(S)-(3-フルオロ-1H-インドール-2-イル)(2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリジン-1
-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)メタノン；
((2S,5S)-2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリジン-1-イル)エチル)-5-メチルピロリ
ジン-1-イル)(6-メチル-1H-インドール-2-イル)メタノン；
((2S,5S)-2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリジン-1-イル)エチル)-5-メチルピロリ
ジン-1-イル)(6-(トリフルオロメチル)-1H-インドール-2-イル)メタノン；
((2S,5S)-2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリジン-1-イル)エチル)-5-メチルピロリ
ジン-1-イル)(6-(トリフルオロメチルチオ)-1H-インドール-2-イル)メタノン；
(S)-(2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリジン-1-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)(1
-メチル-1H-インドール-5-イル)メタノンおよび
(S)-(2-(2-(4-(6-フルオロベンゾ[d]イソキサゾール-3-イル)ピペリジン-1-イル)エチル)
ピロリジン-1-イル)(3-フェニル-1H-ピラゾール-5-イル)メタノン。
【請求項１６】
　(S)-(2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリジン-1-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)
(6-メチル-1H-インドール-2-イル)メタノンである化合物。
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【請求項１７】
　(S)-(6-フルオロ-1H-インドール-2-イル)(2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリジン
-1-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)メタノンである化合物。
【請求項１８】
　(S)-(5-フルオロ-4-メトキシ-1H-インドール-2-イル)(2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル
)ピペリジン-1-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)メタノンである化合物。
【請求項１９】
　(S)-(3,6-ジフルオロ-1H-インドール-2-イル)(2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリ
ジン-1-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)メタノンである化合物。
【請求項２０】
　(S)-(3-フルオロ-6-(トリフルオロメトキシ)-1H-インドール-2-イル)(2-(2-(4-(4-フル
オロベンゾイル)ピペリジン-1-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)メタノンである化合物。
【請求項２１】
　(S)-(3-フルオロ-1H-インドール-2-イル)(2-(2-(4-(4-フルオロベンゾイル)ピペリジン
-1-イル)エチル)ピロリジン-1-イル)メタノン 塩酸塩。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
【非特許文献１】Ｓ．　Ｌｅｕｃｈｔ　ｅｔ　ａｌ．著、　Ｔｈｅ　Ｌａｎｃｅｔ、　２
００９年、　３７３号、　ｐ３１－４１．
【非特許文献２】Ｏ．　Ａｇｉｄ　ｅｔ　ａｌ．著、　Ｅｘｐｅｒｔ　Ｏｐｉｎｉｏｎ　
ｏｎ　Ｅｍｅｒｇｉｎｇ　Ｄｒｕｇｓ、　２００８年、　１３（３）号、　ｐ４７９－４
９５．
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　「置換されていてもよいアミノ基」としては、例えば、アミノ、モノ－もしくはジ－置
換されたアミノ、４員～７員の環状アミノが挙げられる。
　「モノ－もしくはジ－置換されたアミノ」の置換基としては、例えば、置換されていて
もよいＣ1-6アルキル、置換されていてもよいＣ3-7シクロアルキル、置換されていてもよ
いＣ3-7シクロアルキルＣ1-4アルキル、置換されていてもよい飽和複素環、置換されてい
てもよいＣ6-10アリール、置換されていてもよいへテロアリールからなる群から選択され
る同種または異種の１又は２個の基が挙げられる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４３】
　「Ｃ6-10アリールスルホニルアミノ基」の「Ｃ6-10アリール」部分は、前記「Ｃ6-10ア
リール基」と同一である。好ましくは、炭素数６のアリールスルホニルアミノ基である。
具体例としては、ベンゼンスルホニルアミノが挙げられる。
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